


















































































れた．2001年 1月から 10年 8月までに関連する文章が 23000篇余り発表され，とくに 07年から 10
年にかけては，毎年千の位に達する学術論文が書かれている……とのことである．
　まさに国を挙げて無形文化遺産保護とその学術活動に取り組んでいる様相を感じ取れる文である
が，その雰囲気は李さんが紹介してくれた中国非物質文化遺産網のホームページを覗いても濃厚に感
じ取れるのである．しかし，さらに中身を覗いてあれこれ論じる準備はなく，それは今後交流機関と
の関係を深め，論文も読んで具体的に彼らの興味の所在をつかむことで，中国の研究から学ぶべき点
は何か，どんなネットワークを目指すべきかを考えていきたいと思う．
